












































































































































































































及び、保護者 の障害理解 を促進す るために働 きかけをお こなっているか
実態を把握す ることである。
2.調査対象






























































































結果 よ り、「子 どもたちは、特別 な支援 を必要 とす る児童 と一緒 に楽
しく遊んでいますか」 とい う質問に対 してすべての学校が 「ある」 と回
答 していた。 これ よ り、児童がお互いに楽 しく遊んでいる様子 をよく目
に していることが推察できる。また、子 どもたちは、特別 な支援 を必要
とする児童が困つている時、必要な支援 を行っていますか」 とい う質問
に対 して、「ある」と回答 した学校 の割合が 97.4%であった。これ よ り、
定型発達の児童は、特別な支援 を必要 とす る児童 と日頃か らかかわ りを
もち、困つてい る時には支 えよ うとす る意識が高い ことが推察できる。
しか し、「子 どもたちは、特別 な支援 を必要 とす る児童が困つている時、
必要な支援 を行 つていますか」 とい う質問では、「子 どもたちは、特別
な支援 を必要 とす る児童 と一緒に楽 しく遊んでいますか」 とい う質問よ
りも、「よくある」の回答率が低 く、定型発達の児童 は、「支援 をす る」
とい うことについて、「一緒 に遊ぶ」 よ りも難 しく感 じてい る可能性 が
考えられ る。そのため、学級の中で、お互いに どんな時に困るか、 どん
な風に支 えて もらいたいか具体的な方法を考える機会 を設 ける等、お互
いが困つた時に何 を してほ しいか伝 え られ る関係性 を築けるよ うに、言










































理解や意識 を高め、児童への支援や連携へ とつながつている と考 えられ
る。また、行われている研修内容 については、校 内で行 うことが可能で、
すべての教員が参加 しやす く、学校の実態や児童の様子等に合 ったもの
が多かった。 しか し、実践的な支援や授業については、特別支援学校 と
連携 し、研修 を行 う方がよ り現場に即 した知識や工夫 を得 ることが可能
である。そのため、今後は、特別支援学校 のセ ンター的機能 を活用 し、
特別支援学校 の方 に授業研究に入 つて もらう工夫 を行 ってい くことで、
より教員の専門性 を高めることにつながるだろ う。
⑤児童の障害理解促進す るための取組み
「学校の中で、児童の特別な支援 を必要 とす る児童への肯定的な理解
を深める取組みを行 つていますか」とい う質問について、「行 つている」
と回答 した学校が 38校中 38校(100。0%)であつた。
「学校 で特別 な支援 を必要 としてい る児童への肯定的な理解 を促す
働 きかけ として行 いやすい と感 じるものに○を付 けて くだ さい (複数回
答可)」 とい う質問について、最 も多かった ものが「交流及び共同学習」
であ り38校中 35校、次に 「専門家の講演」であ り38校中 25校、「子
どもの様子等の説明」は 38校中 24校であつた。また、38校中 9校が「障
害シ ミュ レー シ ョン体験」、「ビデオや読書教材 での説明」、38校中 8校
が 「障害のある人の講演」、38校中 3校が 「保護者 の講演」、「パ ンフ レ
ッ トの配布」 を選択 していた (Figure3)。さらに、その他で得 られた回
答 として以下に示す。





























































結果 よ り、児童への障害理解 を促進す る取組みは、すべての学校が行
つてお り、その中で最 も取組みやすいものが「交流及び共同学習」や「児
童の様子の説 明」等、実際に学校生活 を共に している児童 に関す る取組
みが上位 に見 られた。 これ よ り、特定の障害について理解 を促進す る傾
向が高いことが推察できる。 しか し、特定の障害のみではな く、人間理
解 に基づ く障害理解 も求め られ る。そのため、特定の障害への理解 を促
す とともに、そ こか ら、人間理解や他の障害の理解へ とつなげてい くこ









際に働 きかけを行 つている」 と回答 した学校が 38校中 33校(86.8%)で
あった。また、「行 つていない」 と回答 した学校 の理 由として、「取 り扱
いが難 しい」 と回答 した学校が 5校中 4校、「対象児の保護者が求めて
いない」と回答 した学校 が 5校中 4校、「何 を して良いのかわか らない」
と回答 した学校が 5校中 1校であった。
結果 よ り、すべての学校が保護者の障害理解が必要であると感 じてお
り、そのために学校が働 きかけを行 うことが必要であると回答 している。
しか し、その中のすべての学校が実際に働 きかけを行 つてい るとい う結
果ではなかった。働 きかけを行 つていない学校の主な理 由としては、「取
り扱いが難 しい」 とい う回答が多 く、次いで 「対象児の保護者 が求めて
いない」 とい う回答が多かった。「内容 の取 り扱 い」に関 しては、十分
な配慮 を必要 とす るため、 どの よ うな内容 を どの よ うに伝 えてい くか、
学校長や特別支援教育 コーデ ィネーター、必要に応 じで、特別 な支援 を
必要 とす る児童 の保護者 とよ く話 し合い内容 の吟味 を行 う必要がある
だろ う。「対象児 の保護者 が求めていない」 ことに関 しては、保護者 の
積極性や保護者 の障害受容 の程度等様 々な要因が考 えることができる。
しか し、学校が保護者 に対 して障害理解 を促進す る働 きかけを行 うこと
は、文部科学省 (2005)の「特別支援教育を推進す るための制度の在 り方
について」において、児童や保護者の協力 を得 るために障害理解 を促進
す ることが必要であると示 されてお り、特定の障害の理解 を促進す るこ
とも大切であるが、人間理解や一般的な障害の考 え方について理解 を促
進す る等の働 きかけを行 つてい くことも必要である。
また、1-⑤の 「児童 の障害理解 を促進す るための取組み」 (p.13)よ
り、すべての学校が児童の障害理解 を促進す る取組み を行 つてお り、行
いやす い取組み を複数回答 で回答 して もらつた ものの 中には実際 に行
つている取組みが含まれていることが推察できる。 これ らの取組みの状
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況や、その時の児童の様子やその後の変化 を、保護者 に伝 えてい くこと
で、定型発達の保護者 の障害についての考 え方 を見直す契機や特別 な支
援 を必要 とす る児童 の保護者 が障害受容 を前 向きに考 えることができ
るよ うな環境 を作 りだす ことも期待できる。
そのため、学級担任 は児童が学校で学習 した障害理解 に関す る授業の
内容や体験 した事 について、学級通信等で知 らせ ることや、保護者会で
伝 えた りしてい く中で、学校や学級の保護者 の障害理解 を促進 しなが ら、
特別 な支援 を必要 とす る児童 の保護者 と信頼 関係 を作 つてい くことが















い」 と回答 した学校 については、不安や要望 を出す必要性 がない環境で
あるこ とや保護者 の積極性 があま り高 くないのではないか等 の要 因が
考 え られ る。「たまにある」に関 しては、今回の調査 において、それ ら
の要望がいつの時期 に出るか、どのよ うな内容が多いか等の詳細まで尋
ねることができていないため深 く言及す ることはできない と考 える。
③学校が行いやすい保護者の障害理解 を促進す るための取組み
「学校か ら保護者 の方へ特別 な支援 を必要 とす る児童 に対す る肯定的
な理解 を促す働 きか け として行 いやすい と感 じるもの に○ を付 けて く
だ さい (複数回答可)」 とい う質問に対 して、最 も多かったのが 「保護者
会等での説明・啓発」であ り38校中 31校、次に 「特別支援学級等の紹
介」であ り38校中 26校、「学校便 り・学級通信等」が 38校中 24校で

































さらに、その他の回答 として得 られたものに 「授業参観」があった。
結果 よ り、学校が保護者の障害理解 を促進す るために行いやすい取組
み として、「保護者会等での説明」や 「学校便 り 。通信等」が上位 に見
受 け られた。「特別支援学級 の紹介」において も、行 う手段 としては、
17
保護者会や学校通信等が考え られ、保護者会や通信等は、比較的行われ
る頻度や配布 され る頻度が高 く、保護者への働 きかけ としては とて も良
い機会であると考え られ る。少数であるけれ ども、保護者 同士の交流会
や特別 な支援 を必要 とす る保護者 の講演 を行 つている所 もあ り、これに
関 しては、当該保護者 の積極性や、障害受容の程度、教員 との信頼関係

































(1)特別な支援 を必要 とす る児童 に対 して行 う言葉かけや支援
(2)教員の知識や理解 を促進す るための具体的な研修 内容
(3)学校内や学校外での連携
(4)定型発達の児童の障害理解 を促進す るための取組み


































































ク リス ト方式の ものを用いている。みんなでチェック して、グラフを見















































































































































から担任 との連携や教員同士の横のつなが りをもつことが必要 となっ
ている。
② 「状況に応 じた指導支援」









結果 よ り、連携 の中身 としては、教員や保護者等 との連携 である 「学
校 内連携」 と幼稚 園や 中学校 、市役所等 との連携 である 「学校外連携」
の2つに分けることができた。 これ らは、児童の実態やその状況下に合
わせ て進 めてい くことが求 め られ る。 また、「学校外連携」 を行 う際に
は、校 内の関係者や保護者 の方 と共通理解 を測つてお くことが必要であ














































































































































































































特別支援学級についての話 をす る。それか ら、今 は、入学説明会で も話


















































ち合 わせ を行い、保護者 の方 と十分話 をす るよ うに してい る。そ して、









































































































とても有効な取組みであると考 え られ る。 しか し、この よ うなルームを
開設す るためには、人材やカ ウンセ リングや発達についての専門性が必
要であることや、時間の確保 も難 しいことか らも、 日頃か ら連絡帳や保
護者会等 を うま く活用 しなが ら、できる範囲で対応できる工夫 を行 つて
い くことや専門性 を高めてい くことが必要 となるだろ う。
【Bl】の 「保護者 との交流」については、保護者 の積極性や協力が必
要であ り、特別 な支援 を必要 とす る児童の保護者 の障害受容 の程度 を考
慮す ることや、学校 の障害理解 を促進す るための取組み を通 して特別 な
支援 を必要 とす る児童 の保護者 と信頼 関係 を築いてい くことが望 まれ
る。 また、「保護者への講演会」 については、保護者 の関心の程度 によ
つて、入 りやすい話題や身近なことや生理現象 をもとにす る等、話の内
容に工夫 を行 うことが必要であろ う。
しか し、これ らの取組みを行 う際は、予め特別 な支援 を必要 とす る児














































是正す る介入 を行いやす くなった と推察でき、このよ うに、児童 と保護
者 が同 じ題材 を通 して障害 について考 える機会 を定期 的 に設 けること
が保護者 の障害理解 を促進す るためには有効であると考 える。
しか し、このよ うな取組みを行 つてい くには、教員 の人間理解や障害
理解 に対す る知識や、教員の障害のある人 とかかわ り合 う等の経験が豊
かであることが望まれ る。芝 田(2013)は、教員への研修 において、全教
員 に対す る人間理解や、障害理解 に関す る基礎的な研修 と応用的な研修
が継続的に行われ る必要があると述べてお り、教員が十分な知識や 自信
をもつて授業 を行 うことができるよ うに研修 を組 んでい く必要がある。
また、研修 に加 え、A市が用いているよ うな 「人権教育の手引き」のよ
うな、児童の発達に応 じた授業案 をのせた手引きがあると、それ をもと
に教員 の経験やオ リジナ リテ ィを踏 まえた授業 を行 うことがで きるた
め、 自信 のない教員 も授業を行いやす くなることや、それ を用いた授業
研究会 を行 うことも可能 になるだろ う。そ して、 この よ うな手引きは、
教員の実践をもとに改訂 を重ねてい くことが望まれ る。
「保護者相談ルームの開設」においては、保護者の抱 える個別 の悩み
に即 して、ア ドバイスを行 うことを通 して、保護者 の障害についての考
え方を促進す ることができる。保護者が、わが子 との 日々の生活の中で、
様 々な不安 を抱 えている場合、その不安 を相談す ることによつて保護者
自身の気が楽 になることや、わが子の特性 を見つめなが ら、人間の多様
性や、一人一人のペースの違いを考 える機会 とす るこ とが期待できる。
それが、保護者の人間理解や障害に対す る考 え方 を見つめなおす ことに
もつながつてい くのではないだろ うか。
この取組み を行 う場合 には、養護教諭や必要に応 じて SC等と連携す
ることや、教員 と保護者 の信頼関係が構築できていることが求め られ る。
そのため、できる限 り学校 の教員が行 うことや、保護者が足を運びやす
い環境 を整 える必要があるだろ う。 しか し、時間の確保や相談室を開 く




















































第 3節 研究を振 り返 って
今回の研究においての課題 として、第 1に、質問紙調査 において中途
半端なデータの収集 を行 つて しまった ことがあげ られ る。 これ は、本来
な らB市の 3区だけでな くB市全域、 もしくは、X県全域で行 うべ きで
あった。そ うす ると、A市とB市の比較や行政の違いによる、教員や児
童 の意識 の違 いについての考察 をさらに深 く行 うこともで きた と考 え
る。第 2に、質問紙 に関 して、「1.特別支援教育を推進す るための取組
みについて」の項 目が、「2.の保護者 とのかかわ り」に比べて多 く、本
研究の 目的を十分に達成す るだけの結果 を得 ることができなかつた。 も
う少 し、本研究の 目的に即 した質問紙の構成 にす る必要があつた と考え
られ る。また、質問紙 の尋ね方やその内容 に関 しての吟味 も不十分であ
ったため、回答者 に とつて、回答 しに くい項 目も見受 け られたのではな
いか と考 えられ る。これ は、質問紙の回収率が 50%だった ことにも関係
しているのではないだろ うか。第 3に、イ ンタ ビュー調査 において、回
答者が回答 して くれた ことに対 して、それ をさらに引き出す よ うな応答
をす ることができなかつた ことがあげ られ る。 これは、筆者がインタビ
ュー調査に不慣れであつた ことや、インタビュー調査 を行 った学校数が
3校と少なかった ことも要因 として考え られ る。また、A市2校とB市1
校 と学校数にわずかではあるが偏 りがあ り、それが、B市のデータの少
な さに影響 したのではないか と考えられ る。それ によ り、A市の行 って
いる取組みについてのデー タはた くさん得 ることができ、考察にも反映
させ ることができたが、B市の取組みに関す るデー タは少な く、少 し偏
った考察になって しまった ことが反省点 としてあげ られ る。そのため、
イ ンタビュー調査 について、前 もつて経験 を積 んでお くことや、意見を
引き出す ことができる応答の仕方について、深 く知 ってお くことが、必
要であ り、データの量に留意 してインタビュー調査 を行 うと、よ り考察
49
を深めることもできる結果 を得 られ ることができたであろ う。
最後に、筆者 は、先行研究 より、小学校 において も、保護者 に対 して
障害理解 を促進す るための働 きかけを行 つてい る学校 は少 ない と考 え
ていた。 しか し、返信 された質問紙によると、働 きかけを行 つている学
校は非常に多 く、質問紙においては 「働 きかけを行いやすい もの」 と尋
ねていたため、も う一歩踏み込んだ質問を入れてお くな ど、質問紙への
工夫を加 えることによつて、よ り、研究の 目的に沿つた結果 を得 ること
ができただろ うと考 える。また先行研究等 と合わせ 、これ らの差が、 自
治体によるものなのか、学校種の違いによるものなのかまでは明 らかに
す ることができなかつたため、今後、よ り広範囲で質問紙調査等 を行い、
















































ー ト」「個別の指導計画作成スター トマニュアル」の開発 0活用を中
心に―.福岡教育大学大学院教職実践専攻年報,4,161-168.















( よくある 。 たまにある 。 あまりない 。 ない )
3.特別な支援を必要とする児童の学級担任の方は、その児童の保護者や特別支援コーディネータ
ーの方等と連携を行つていますか。
( よくある 。 たまにある 。 あまりない 。 ない )
3.子どもたちは、特別な支援を必要とする児童と一緒に楽しく遊んでいますか。
( よくある 0 たまにある ・ あまりない 。 ない )
4.子どもたちは、特別な支援を必要とする児童が困つている時、必要な支援を行つていますか。




























( 感じる 。 感じない  )
10.保護者の方に特別な支援を必要とする児童への理解を促すために学校が働きかけを行
うことは (  必要である →Cへ 。 必要でない →Dへ )。
C「必要である」と答えられた方にお伺いします。
・実際に何か働きかけをおこなっていますか。
















(  よくある 。 たまにある 。 ない )。
11.学校から保護者の方へ特別な支援を必要とする児童に対する肯定的な理解を促す働きかけと
して行いやすいと感 じるものに○を付けてください。(複数回答可)その他の( )は何かあれば
お書きください。
※これで回答は終了です。お忙しい中ご回答ありがとうございました。回答の結果につきまし
ては、分析後、郵送またはメール添付にてお知らせさせて頂きます。
ご希望の方法に○を付け学校の名前をご記入ください。メール添付をご希望の方は、Ema■ア
ドレスのご記入をお願いします。
郵送を希望します メー ル添付を希望します
学校名 :
Email:
パンフレットの配布 学校便り。学級通信等 特別支援学級等の紹介
保護者会等での説明。啓発 保護者の講演 保護者の交流会
その他 ( )
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